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Atsushi MINAMI : The Warm Native Plants to Propagate 
Themselves Enough in Hikari - city or in Tabuse-cho, 




56' E) と私の植物園（山口県熊毛郡田布施町松尾， 33° 56'N, 132゜ 02 'E) に
植えているがそれらの植物のうち， 種子でもって多数の子苗を生じ， 原産地のように繁
殖しつつあるものについて発表する。
( 1 ) ウラジロフジウツギ Buddleja venenifera MAKINO 昭和45年 4 月 11日， 屋
久島宮之浦の小溝の岸で多数生えているのを見つけ， 持ち帰って育てている。当時， 15cm
ばかりの小苗であったのが， 現在(s. 52. 1 .26) は 2-3m にもなり， 根系によってどん
どん繁っている。 種子による子苗も数年前から生えはじめ， 現在では40-50m 離れたチガ
ヤやススキの密生している県道の道端に多数生えてきて， 早く生えたものからだんだん大
きくなり， 子苗もますます増えて密生しつつある。 現在では明らかに他の雑草と競争して
勝っており， いずれ純群落に近いものになるであろう。 なお， 寒害などは全くうけていな
い。 分布地は初島住彦著， 琉球植物誌1971, によれば 「奄美（笠利）， 沖縄（首里）一 —一 日本
（九州本土の南端， 屋久島， 種子島， トカラ列島） となっている。 大井次三郎著， 日本植
物誌 (1972) によれば 「 四国 九州にはえる。」となっている。
(2 ) コフジウツギ Buddleja venenifera MAKINO forma kojuji OHWI 昭和39
年 7 月 28日， 鹿児島県伊座敷町で竹藪に生えていた小苗を持ち帰ったもので現在は高さ 3
m, 茎の直径は10 cmにもなった。根系によっても殖えているが， 母種ウラジロフジウツギ
ほどには殖えない。 種子によって， 数十m-数百mのところにも殖えているが， ウラジロ
フジウツギほど多くはない。ただ，崖などはかなり多く住みついている。琉球植物誌(1971)
では 「 四国， 九州に広く分布する。」となっている。
(3 )  ハクサンポク Viburnum japonicum (THUNB.) SPRENG. 昭和 39年 7 月
28日， 鹿児島市の竹藪で採集し持ち帰ったもので， 現在は高さ 1 .5m。但し， 根元から 6
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本も出ている。 種子を小烏に食べられるためか， 植物園のあちこちに子苗が見られ， だん
だん大きくなりつつある。 なお， この植物は暖地では常緑であるが， 北に行くにつれて半
常緑から落葉へと変っている。 落葉になるような土地でも耐寒性はあるようだ。 前述の琉
球植物誌によれば「奄美， 沖永， 沖縄， 石垣， 西表， ー一ー日本（本州西部， 四国， 九州），
朝鮮（済州島）j となっている。 私は壱岐 (S.51 . 1.8-9}, 対馬 (S.51. 1.5-7)で非常に
多数を見， 山口県では下関 (S.47) 熊毛郡の祝島と室津 (S.40) に見ている。
(4} ハマアザミ Cirsium maガtimum MAKINO 昭和 47年5 月 12-13日に室戸岬よ
り小苗を持ち帰り庭に植えている。 寒害らしいものは全くうけていない。 昭和 48年より立
派に開花しているが， まわりに毎年種子でもって子苗を生じ， 今は密生している。 もしも，
海岸に植えたら， そこの海岸はハマアザミでいっぱいになるであろう。
大井次三郎著， 日本植物誌 (1972) では 「本州（伊豆およぴ伊豆七島以西）， 四国， 九
州の海岸にはえる。」となっている。 なお， 瀬戸内海での記録は聞かない。
(5} アシズリノジギク Chrysanthemum japonense (MAKNO) NAKAI var. 
ashizuriense KITAM. 昭和 47年 8 月11日-12日， 足摺岬の道端で踏みちぎられたアシズ
リノジギクを持ち帰り， 庭で栽培している。 寒害は全くなく毎年開花しているか庭のあち
こちや植木鉢等にも子苗が生えて開花をはじめている。 日本植物誌 (1972) によれば 「 四
国の海岸に生える。」となっている。
( 6) シオギク Chrysanthemum shiwogiku KITAM. 昭和47年5 月 12日-13日，
室戸岬より小苗を持ち帰って庭に植えた。 地下茎で十分に増えているのは勿論がが， 庭の
あちこちや植木鉢等にも生え開花をはじめている。 前記， 日本植物誌によれば 「 四国の海
岸に生えるoJとなっている。
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Summary 
I have transplanted and bred the warm native plants in my garden (33• 
57'N, 131
゜
56'E) in Hikari ・ city or my botanical garden (33
゜ 56'N, 132° 02'E} 
in Tabuse-cho far from where they were born. As the result, I have found 
that they can propagate themse Ives by their seed enough in my garden as 
if they were in their native district. 
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